平成２４年度　全国鐵構工業協会　青年部会
第２回理事会　議事録
日　時　：　２０１２年７月７日（土）１３：００～１７：００
場　所　：　東京都「旭化成建材株式会社」会議室
出席者　：　尾熊（広島）・長谷川（青森）・山城（京都）・上原（香川）・井上（北海道）
　　　　　　平賀（岩手）・渡辺修（埼玉）・松田（東京）・大聖（富山）・渡辺昌（愛知）
　　　　　　多和田（岐阜）・内田（大阪）・江藤（福岡）・石丸（佐賀）　　以上14名

オブザーバー：田中（鋼構造出版）・山本（産業新聞社）
　　　　　　　
１．　開　　会
２．　出席者の確認
３．　会長挨拶
　　　全青会の目的は「青年経営者及び若手後継者などが組織を通じて一堂に会し、広い視野からその交流の輪を広げながら企業活動のより一層の活発化を図り、あわせて業界振興に寄与すること」と規約第１条にあります。

業界の地位向上、各企業の繁栄、具体的に挙げていけば取り組むべき課題は山積していますが、全青会ならではの取り組みを知恵を出して行って参りたい。

親会である全構協とともに、業界の地位向上を目指す我々に今できることは何かを考えながら、様々な交流の中で人脈を広げ、信頼関係を深めて有意義な活動になるよう期待します。

　　　

4． 　各地ブロック活動報告と近況報告

北海道ブロック　（井上理事）
　　　

　　東北ブロック　（平賀理事）

　　　

　　関東ブロック　（渡辺理事）
　　　

北陸ブロック　（大聖理事）

　　　
　　中部ブロック　（多和田理事）
　　

　　近畿ブロック　（山城副会長）
　　　

　　中国ブロック　（尾熊会長）

　　　

　　四国ブロック　（上原副会長）
　　九州ブロック　（江藤監事）

　　　　

　　その他５名が自己紹介をした。
　　各地活動報告詳細はＨＰに掲載
5． 　全国大会（神戸大会）報告
　　神戸大会での収支決算を山城副会長より報告
　　理事より詳細についての質疑応答と次期総会への引き継ぎ事項を協議した。
6． 　協議
（1） 理事会の開催について
今後の理事会開催日程は以下の通りとする。
第３回　９月８日　東京

第４回　１１月１０日　東京

第５回　２月１６日　東京

いずれも１３時～１７時を予定している。

臨時理事会等は随時案内をする。

上記協議し、質疑応答の上、承認した。
（2） 事業計画について
交流交歓会の開催・推進
構造設計者との交流
　　　　　全会員との情報共有化
　　　　　人材教育のシステム検討

　　　　　受注単価向上のためのシステム検討

　　　　　全構協事業への協力

　　　　　上記項目について協議し承認した。

（3） 事業内容について
前述の事業計画に基づき、３名の副会長をグループ長として事業を推進していく
旨が会長より提案された。

経営ＷＧ　グループ長　山城副会長

担当理事　井上理事、大聖理事、江藤監事
技術ＷＧ　グループ長　長谷川副会長

担当理事　渡辺監事、多和田理事、石丸理事
　　　　交流ＷＧ　グループ長　上原副会長

　　　　　　　　　担当理事　平賀理事、渡辺理事、内田理事

　　　　上記の提案を協議し承認した。
（4） 各ブロック助成金事業について

　　　本年度のブロック助成金事業に対する全青会からの助成金は、１ブロック当たり

　　　￥５０，０００とする。

　　　　前期までは全青会より他のブロックより選出の理事が出向しておりましたが、本　年度は他のブロックより選出の理事の出向は行いません。

各ブロック選出の理事のもと、有意義な助成金事業を開催する。

助成金事業を開催するにあたり、助成金申請書を理事会に提出し、承認を得る。
事業終了後は、事業報告書を理事会に提出し報告を行う。

上記内容を協議し承認した。

（5） 次期総会について

開催予定日時　平成２５年４月１３日（土）

開催場所　宮城県仙台市「江陽グランドホテル」

準備委員会が東北ＢＣメンバーにて始動

詳細については次回理事会にて報告

７.　　ワーキンググループ討議及び報告
　　　各ＷＧに分かれて討議を行い、以下の報告を行った。
　　経営ＷＧ

　　　外国材料及び外国製品について勉強していく

　　　商社物件の品質保証について勉強していく
　　　外国人労働者の雇用について会員より情報収集していく

　　公共工事等で使用されている労務単価について勉強していく
技術ＷＧ

溶接欠陥サンプルの活用方法及び、管理方法について会員に案内していく
構造設計者との交流会などでの資料等を、会員に案内していく
鉄骨エキストラのシステムの検討をしていく
東北支援について全青会で何ができるか検討していく

交流ＷＧ

鉄骨１１０番の過去の事例を会員に紹介できるよう検討していく

各県同士の交流を推進するための検討を行う

会長メーリングリスト及びホームページの活性化について検討していく

ネットＴＶ会議システムの推進を検討していく

8． その他

　建築構造用鋼材の品質証明ガイドラインについて、会員より具体的な事例が

　あれば情報収集し、理解が深まるように学習していく

9． オブザーバー

　　　　鋼構造出版　田中常務

　　　　産業新聞社　山本氏

１０．　　閉　　会

次回理事会

日　　時　　平成２４年９月８日（土）１３：００～
場　　所　　東京都「東京鉄構工業協会組合　事務局」
平成２４年度　第２回理事会の様子
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